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～令和５年度～
柏市委託相談支援事業実績報告

柏市障害福祉課

資料５



柏市（障害福祉課）

相談支援機能強化
■障害者相談支援
福祉サービスの利用援助・社会資源を活用するための支援・社会生活力を高めるための支援
権利擁護のために必要な援助・専門機関の紹介

■基幹相談支援センターへの協力
地域の相談支援体制強化の取組・地域移行・地域定着促進の取組・自立支援協議会委員

地域生活支援拠点機能
■２４時間の相談 ■体験の機会・場の提供 ■緊急受け入れ対応
（■人材育成 ■地域体制づくり）←基幹と共に

基幹相談支援センター機能(一部)
■総合的・専門的な相談支援
■地域の相談支援体制の強化
■地域移行・地域定着の促進
■自立支援協議会 各部会の運営（相談支援部会・はたら
く部会・こども部会・くらし部会）

委託

委託

委託

柏市における相談支援機能（令和５年度）

①相談支援機能強化

権利擁護あさひ

②相談支援機能強化コーディネート

地域生活支援拠点たんぽぽ
地域生活支援拠点しょうなん
地域生活支援拠点ぶるーむの風

②基幹相談支援機能強化コーディネート

地域生活支援拠点あおば
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柏市における委託相談支援事業
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1.相談支援を利用した障害者等の新規及び継続の比較
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2.相談支援を利用した障害者等の数値
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３.相談支援を利用した障害児・者の比較
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4.相談支援方法
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5.相談内容（重複カウント有）
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6.緊急相談対応状況（拠点のみ）

106 

181 

161 

27 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

平日日中 平日時間外 休日日中 休日時間外

対応時間帯 身体

2%

重心

1%

知的

15%

精神

58%

発達

22%

高次脳

1%

その他

1%

障害種別
n.457

n.289



9

7.緊急時短期利用コーディネート件数（拠点のみ）
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8.支援方法の令和4年度との比較
令和4年度 n.13,282
令和5年度 n.15,107
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9.相談内容の令和4年度との比較
令和4年度 n.22,695
令和5年度 n.29,496
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10.緊急時相談対応状況の令和4年度との比較
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〇委託相談支援実施報告からのまとめ

• 新規相談は前年度と比べ，４０％の伸びがみられた。
• 障害の内訳では，大人では精神に障害をお持ちの方が約６割を占めて
いるのに対し，子供では精神に障害をお持ちの方は1割も満たず，子供
では発達に障害をお持ちの方が5割強という結果であった。

• 相談内容では，福祉サービスに関する内容がもっと多く3割となり，次い
で健康医療と不安の解消に関する内容が1割弱という結果であった。

• 緊急時相談対応状況では，精神に障害をお持ちの方からの相談が6割
程度であった。次いで発達に障害をお持ちの方が2割であった。

• 緊急時短期入所コーディネートでは，自拠点での受入が多く占めていた。
各拠点での受け入れを優先的にコーディネートしていることが伺えた。

• 令和4年度との比較については，件数の違いはあれど，対応内容の傾向
はほとんど同じ傾向が見られた。
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拠点による，地域の人材育成及び地域資源ネットワーク強化への取組

14

Ｒ４年度 Ｒ５年度

地区別研修

地域生活支援拠点あおば ２回 ３回

地域生活支援拠点たんぽぽ １回 ４回

地域生活支援拠点しょうなん ８回 １２回

地域生活支援拠点ぶるーむの風 ２回 ４回
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拠点活動内容（地区別研修及び独自の活動）

地域生活支援拠点 状況

地域生活支援拠点あおば ・担当地域の相談支援事業所へのグループスーパービジョンの実施
・複数の関係機関との研修会の開催
・相談支援事業所訪問支援及び強度行動障害研修の開催
・千葉県相談支援従事者研修インターバル受け入れ対応

地域生活支援拠点たんぽぽ ・複数の関係機関との研修会の開催
・精神にも担当した地域包括ケアシステム構築推進事業の運営
・ピアサポート交流会を年３回開催

地域生活支援拠点しょうなん ・担当地域の相談支援事業所へのグループスーパービジョンの実施（毎月）
・複数の関係機関との研修会の開催
・柏市内社会資源ツアーの開催

地域生活支援拠点ぶるーむの風 ・担当地域の相談支援事業所へのグループスーパービジョンの実施
・障害児等医療的ケア支援連絡会の運営
・風らっとルーム：自助グループの開催等
・市立中学校教員向け、権利擁護・障がい理解研修


